
味の素グループにとっての
重要な事項（マテリアリティ）
アミノサイエンス®によるWell-being

マテリアリティ関係図が示すもの
　このマテリアリティ関係図では、アミノサイエンス®の
力や可能性（Scientific Possibilities）と、人・社会・地球
のWellbeingに貢献するストーリーの力 (Story of Well
being）を結び付けてこのサイクルを回すことで、サステ
ナブルに成長していくという考え方を示しています。①共
創力を磨き、②生活者視点をもって③Wellbeingを実現し、

事業活動を通じて④共創された価値を還元していきます。
　そしてこれらをつなぐ環は、インフィニティ（永遠）を
象徴しており、①から④をつなげて回し続けることで、サ
ステナブルに社会価値と経済価値を共創し続けるという意
味を込めています。

味の素グループにとっての重要な事項（マテリアリティ）は、味の素グループが長期にわたり
持続的に社会価値と経済価値を共創し続けるための重要な事項です。
重要な事項（マテリアリティ）は、経営や従業員の思いや考え、社外のステークホルダーからの
様々な期待等が反映されるプロセスで策定しており、事業戦略に密接に関わっています。
また、志（パーパス）、そして現場での取り組みとも深くつながっています。
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策定のプロセス

　業務執行側で考える2030年、その先の未来について
サステナビリティ諮問会議へインプットし、サステナビ
リティ諮問会議からのフィードバックのプロセスを経て、
2050年を見据えた長期視点・マルチステークホルダー
視点でマテリアリティを検討しました。
　重要なステークホルダーを代表するサステナビリティ

諮問会議のメンバーが、それぞれの立場を代表して重要
な課題／機会を抽出。変革とイノベーションを持続的に
実現していくプロセスとして、それぞれの課題／機会の
つながりを整理しました。こうした独自の整理の仕方に
よって、課題の整理にとどまらず、長期視点の取り組み方
も示しています。
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＊味の素グループにとっての重要な事項（マテリアリティ）に関わるリスクと機会は、第145期有価証券報告書に記載しています。
　また、各マテリアリティに対して当社グループとしてどのように取り組むか、そのKPIは、「サステナビリティレポート2023」で開示しています。
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https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/activity/pdf/2023/SR2023jp_management.pdf#page=7
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